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1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.1.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(a) 原子炉緊急停止 

(b) 再循環系ポンプ停止による原子炉出力抑制 

(c) 自動減圧系の起動阻止スイッチによる原子炉出力急上昇防止 

(d) ほう酸水注入 

(e) 制御棒挿入 

(f) 原子炉圧力容器内の水位低下操作による原子炉出力抑制 

(g) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.1.2 重大事故等時の手順 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「スクラム」（原子炉

出力） 

(2) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度制御」 

(3) 重大事故等時の対応手段の選択 

1.1.2.2 その他の手順項目について考慮する手順 

添付資料1.1.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.1.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料1.1.3 原子炉自動スクラム設定値リスト 

添付資料1.1.4 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 説明図 
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1.1－13 

対応フローを第1.1－2図に，タイムチャートを第1.1－3図に示す。 

①発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に原子炉スクラ

ム状況の確認を指示する。原子炉スクラムが成功していない場合

は，手動スクラム・スイッチによる原子炉手動スクラム及び手動に

よる代替制御棒挿入機能を作動させるように指示する。 

②運転員等は中央制御室にて，スクラム警報の発生の有無，制御棒の

挿入状態及び原子炉出力の低下の状況を状態表示にて確認する。 

③運転員等は中央制御室にて，原子炉スクラムが成功していない場合

は，手動スクラム・スイッチによる原子炉手動スクラムを実施す

る。 

④運転員等は中央制御室にて，原子炉モード・スイッチを「停止」位

置に切り替える。 

⑤運転員等は中央制御室にて，代替制御棒挿入機能を手動で作動させ

る。 

⑥発電長は，上記⑤の操作を実施しても全制御棒全挿入位置となら

ず，未挿入の制御棒が1本よりも多い場合は，ＡＴＷＳと判断し，

運転員等に非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度

制御」への移行を指示する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室対応を運転員等（当直運転員）1名にて作

業を実施した場合，作業開始を判断してから非常時運転手順書Ⅱ（徴候

ベース）原子炉制御「反応度制御」への移行まで2分以内で可能であ

る。 

(2) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度制御」 

ＡＴＷＳ発生時に，発電用原子炉を安全に停止させる。 
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ａ．手順着手の判断基準 

非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「スクラム」（原子炉

出力）の操作を実施しても，制御棒1本よりも多くの制御棒が未挿入の

場合。 

なお，制御棒操作監視系の故障により，制御棒の位置が確認できない

場合もＡＴＷＳと判断する。 

ｂ．操作手順 

非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度制御」におけ

る操作手順の概要は以下のとおり。各手順の成功は，全制御棒全挿入ラ

ンプの点灯及び原子炉出力の低下により確認する。手順の対応フローを

第1.1－4図及び第1.1－5図に，概要図を第1.1－6図及び第1.1－7図

に，タイムチャートを第1.1－8図に示す。 

①発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に再循環系ポン

プ停止による原子炉出力の抑制操作，並びに自動減圧系の起動阻止

スイッチによる自動減圧系及び過渡時自動減圧機能の自動起動阻止

操作を指示する。 

②運転員等は中央制御室にて，代替再循環系ポンプトリップ機能によ

る再循環系ポンプの自動停止状況を状態表示にて確認する。代替再

循環系ポンプトリップ機能が作動していない場合は，手動操作によ

り再循環系ポンプを停止する。 

③運転員等は中央制御室にて，自動減圧系の起動阻止スイッチによる

自動減圧系及び過渡時自動減圧機能の自動起動阻止操作を実施す

る。 

④発電長は，再循環系ポンプ停止による原子炉出力の抑制操作，並び

に自動減圧系の起動阻止スイッチによる自動減圧系及び過渡時自動
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第 1.1－2 図 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「スクラム」（原子炉出力）における発電用原子炉の緊急停止

対応フロー
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第 1.1－4 図 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度制御」における発電用原子炉の緊急停止対応フロー 
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※2：制御棒挿入操作の成功の確認は，制御棒挿入操作の手段毎に制御棒の挿入状態（全制御棒全挿入ランプの点

灯等）及び原子炉出力の低下により行う。また，中央制御室対応を行っている運転員等の作業状況により，

手動操作による制御棒挿入は現場操作より優先して実施する場合がある。 

第 1.1－9 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 

代替制御棒挿入機能による

制御棒緊急挿入 

（手動操作） 

（凡例）

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

：制御項目 

：自動作動していない場合の対応 

※1：事象に応じインターロックで動作

下記の順番で制御棒挿入操作を行

う※２。 

・手動スクラム・スイッチによる

原子炉手動スクラム

・スクラム個別スイッチの操作

・手動操作による制御棒挿入

・代替制御棒挿入機能による制御

棒緊急挿入（手動操作）

下記の順番で制御棒挿入操作を行

う※２。 

・スクラム・パイロット弁継電器

用ヒューズ引抜き操作

・スクラム・パイロット弁計器用

空気系の排気操作

再循環系ポンプ停止による 

原子炉出力抑制（自動）※１

再循環系ポンプが自動停止 

していない場合は，手動で対応 

代替制御棒挿入機能による 

制御棒緊急挿入（自動）※１

作動していない場合は， 

手動で対応 

選択制御棒挿入機構による 

原子炉出力抑制（自動）※１

作動していない場合は， 

手動で対応 

③へ ④へ

ほう酸水注入系の起動操作，原子炉圧力容器内の水位低

下操作及び制御棒挿入操作は同時に行うが，同時に行う

ことが不可能な場合は，ほう酸水注入系の起動操作，原

子炉圧力容器内の水位低下操作，制御棒挿入操作の優先

順とする。 

Yes 

No 

③より

①より

③より

④より

No 

Yes 

全制御棒全挿入位置又は 

最大未臨界引抜位置 

（全制御棒“02”位置） 

ほう酸水注入系停止 

発電用原子炉の未臨界 

①へ

水位 制御棒 

原子炉圧力容器内の水位

低下操作による原子炉出

力抑制 
スクラム弁閉

・代替制御棒挿入機能による制御

棒緊急挿入（手動操作）

再循環系ポンプ停止 

による原子炉出力抑制 

（手動操作） 

自動減圧系の起動阻止 

スイッチによる

原子炉出力急上昇防止 

ほう酸水注入 

ほう酸水注入系起動による

ほう酸水注入 

ほう酸水全量注入完了 

原子炉停止機能喪失 

運転時の異常な過渡変化時

ＡＴＷＳ発生 

手動スクラム・スイッチ 

による原子炉手動スクラム

原子炉モード・スイッチ 

「停止」 

スクラム成功

・選択制御棒挿入機構による原子

炉出力抑制（手動操作）
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